
ディクテーションの継続実施と英語能力の向上

――2019 年度の授業実践効果の検証―― 

長 谷 部 め ぐ み
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1. はじめに

本稿では、毎講義の授業時に 3 分程度のディクテーションを継続的に実施した結果、

前期の講義開始時と講義終了時の被験者の英語能力を比較すると、統計的有意に上昇

し、英語の発話において強調されない冠詞や前置詞などをより正確に聞き取る能力が

身に付くことが明らかとなったことを報告する。

本稿の構成は、以下である。2 章で先行研究を紹介し、3 章で本調査の目的と方法を

述べる。4 章でデータの分析結果を提示し、5 章で分析結果に基づいた考察を行う。6 
章で本調査の結果を要約する。

2．先行研究 

2.1. 牧・和佐田・橋本（2003） 

牧他（2003）は、大学 1 年生の英語能力を短時間で測定することを目的として、成

美堂が出版した大学生向けの英語テキスト Kawana and Walker (2002) の 1 章と 2 章部

分を用いて、最小英語テスト（The Minimal English Test (MET) ）を作成した。MET は、

（1）に示す 5 つの特徴を持ったディクテーション型のテストである。

(1) a. テスト所要時間は、5 分である。

b. A4 用紙 1 枚に書かれた英文の空欄部分に、英語の音声を聞きながら、英単語

を書き入れる。

c. 空欄部分に書き入れる英単語は、アルファベット 4 文字以内の単語1に限定

し、1 行に 2 箇所となるように空欄を作成した。

d. テストには、各 18 行で構成された 2 つの話が含まれており、1 つ目と 2 つ目

の話の間には、無音の時間が 3 秒間ある。

e. 1 分間に 125 語程度の速度の音声を使用し、音声再生回数は、1 回である。

図 1 に、牧他（2003）が開発した MET の一部を示す。括弧内に書かれている下線部

太字の英単語は、被験者が書き入れる英単語を示している。
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01. The majority of people have at least one pet at (  some  )1 time in their (  life  )2.

02. Sometimes the relationship between a pet (  dog  )3 or cat and its owner is (  so  )4 close

03. that (  they  )5 begin to resemble (  each  )6 other in their appearance and behavior.

...... 

35. As for the (  many  )69 young aspirants who do (  not  )70 succeed,

36. one wonders if they (  will  )71 regret having (  lost  )72 their childhood.

図 1 MET（成美堂）オリジナル版 

牧他（2003）は、上記の開発した MET を用いて、2002 年 1 月に実施されたセンタ 

ー試験英語の得点と、MET の得点の間に相関があるかを調査している。単回帰分析の

結果、統計的有意な相関（被験者数=154, 相関係数=.68, P 値<.001）があることが報告

されている2。この結果から、牧他（2003）は、5 分間の MET には、1 時間以上の試

験時間を要するセンター試験英語の得点をある程度予測できる機能を備えていると結

論付けている3。 

2.2. Maki and Niinuma（2005） 

Maki and Niinuma (2005) は、牧他（2003）で開発された MET（以下、MET 1 と呼ぶ）

を基に、成美堂が出版した大学生向けの英語テキスト Kawana and Walker (2002) の続

きの 3 章から 20 章を用いて、9 種類の MET を作成した（以下、MET 2, MET3, ...... MET 
10 と呼ぶ）。1 回目に MET 1 を実施後、ある一定期間内に MET 2, MET 3, ...... MET 10
の順で 9 回ディクテーションの訓練を行い、11 回目にもう一度 MET 1 を実施した結

果、1 回目と 11 回目には、統計的有意な差があるという報告がされている（被験者数

=64, 1 回目の MET 1 の平均点=19.66, 11 回目の MET 1 の平均点=26.09, P 値<.001）。こ

の結果から、Maki and Niinuma (2005) は、5 分間の MET には、牧他（2003）が示した

短時間で学習者の英語能力を測定する機能だけでなく、学習者の英語能力を向上させ

る機能も含まれると結論付けている。

3. 本調査について

3.1. 本調査の目的

Maki and Niinuma (2005) では、継続的なディクテーションの実施に MET を使用し

ているが、大学の英語の授業では、英語の教材が指定されている場合や、講義内容が

統一化されており 5 分間の MET でさえも授業に取り入れることが困難な場合がある。

そこで本調査では、大学の講義時間に実施しやすいように、授業教材を用いたより短

時間のディクテーションを継続的に実施した場合でも、学習者の英語能力を向上させ

ることが可能かを検証する。

また、この継続的なディクテーションの取り組みにおいても、Maki and Niinuma 
(2005) と同様に、初回と最終回のディクテーションの得点に統計的有意な差がある場

合、空欄部分に書き入れる英単語によって、異なる傾向があるのかを調査する。英単

語の分類方法は、単語の長さ（何文字のアルファベットで構成されるか）や単語の使
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用頻度（日常生活でどの程度使われている単語か）など様々な方法が考えられるが、

本調査には、音声を使用するディクテーションテストを用いることを考慮し、英語を

発話する際に、発音の強弱に違いが生じる品詞に焦点を置き、詳細な分析を行ことに

した。この上記の 2 点を踏まえて、本調査の研究課題を（2）のように設定する。 

(2) a. 授業で用いる教材の英文を用いて、3 分程度のディクテーションを継続的に

実施した場合でも、Maki and Niinuma (2005) の調査結果と同様に、学習者の

英語能力は向上するのか。

b. 初回と最終回の得点に統計的有意な差がある場合、英単語の品詞によって

何か違いが生じているのか。

3.2. 調査方法 

本調査は、2 大学で、2019 年 4 月から同年 7 月の前期授業で実施した。被験者は 214
名、平均年齢は 18.33 歳である。 

第 1 講と第 14 講の授業では、同じディクテーションテストを用いて被験者の能力を

測定した。この 2 回のディクテーション終了後は、すぐに被験者に解答は提示せず、

第 15 講の授業で、被験者に 2 回分の調査用紙のコピーを返却し、解答と自身の英語能

力の伸びを確認させた。

第 2 講から 13 講の間の授業では、授業教材を用いて作成したディクテーションテス

トを使用し、ディクテーション終了後は、被験者自身で解答を確認し、授業外でも反

復練習ができるようオンライン学習システムを提供した。各ディクテーションの詳細

は、3.2.1 節と 3.2.2 節で述べる。

3.2.1. 英語能力測定用ディクテーション 

本調査の初回（4 月の第 1 講の授業で実施）と最終回（7 月の第 14 講の授業で実施）

において被験者の英語能力を測定するのには、2.1 節で示した MET の改訂版である

MET 60 を使用した。牧他（2003）が開発したオリジナル版の MET から改良された点

は、（3）に示す以下の 4 点である。 

(3) a. 空欄部分に書き入れる英単語の品詞を、冠詞・前置詞・代名詞・動詞・名詞

の 5 つの品詞に限定した。 
b. 各品詞 12 個を空欄部分とし、MET の合計空欄数を 60 個に変更した。

c. 空欄部分は、1 行に 1~3 箇所のいずれかである。

d. 空欄と空欄の間は、3 単語以上空けてテストを作成した。

図 2 は、本調査で用いた MET 60 である4。括弧内に書かれている下線部太字の英単語

は、被験者が書き入れる英単語を示している。
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 The majority of people ( have )1 at least one pet at some time in their ( life )2. Sometimes the  

 relationship between a pet ( dog )3 or cat and ( its )4 owner is so close that ( they )5 begin to  

 resemble each other ( in )6 their appearance and behavior. On the other ( hand )7, owners of unusual  

 pets such as tigers or snakes sometimes ( have )8 to protect themselves ( from )9 their own pets.  

 Thirty years ago the ( idea )10 of an inanimate ( pet )11 first arose. This was the pet rock, which  

 became ( a )12 craze in the United States and spread ( to )13 other countries as well. People ( paid )14  

 large sums of money ( for )15 ordinary rocks and assigned ( them )16 names. They tied ( a )17 leash  

 around the rock and pulled ( it )18 down the street just like a dog. The ( rock )19 owners even talked  

 ( to )20 their pet rocks. Now that ( we )21 have entered the computer age, ( we )22 have virtual pets.  

 ( The )23 Japanese Tamagotchi---the imaginary chicken ( egg )24---was the precursor of many virtual  

 ( pets )25. Now there are an ever-increasing number ( of )26 such virtual pets which mostly young  

 people ( are )27 adopting as their own. And if ( your )28 virtual pet dies, you can reserve a permanent  

 resting place ( on )29 the Internet in ( a )30 virtual pet cemetery. 

 

 Sports are big business. Whereas Babe Ruth, ( the )31 most famous athlete of ( his )32 day, was  

 well-known ( for )33 earning as much as ( the )34 President of the United States, ( the )35 average  

 salary of today’s professional baseball players ( is )36 ten times that ( of )37 the President. And ( a )38  

 handful of sports superstars ( earn )39 100 times more through their contracts ( with )40  

 manufacturers of clothing, ( food )41, and sports equipment. But every generation produces one or  

 two legendary athletes ( who )42 rewrite the record books, and whose ability and achievements  

 ( are )43 remembered for generations. ( In )44 the current generation Tiger Woods and Michael  

 Jordan ( are )45 two such legendary figures, both of ( whom )46 have achieved almost mythical status.  

 The ( fact )47 that a large number of professional athletes earn huge incomes has ( led )48 to  

 increased competition throughout ( the )49 sports world. Parents ( send )50 their children to sports  

 training camps at ( an )51 early age. Such ( kids )52 typically practice three to four hours a ( day )53,  

 all weekend and during their school vacations in order to better their chances ( of )54 eventually  

 obtaining a well-paid position on ( a )55 professional team when they ( grow )56 up. As for ( the )57  

 many young aspirants ( who )58 do not succeed, one wonders if ( they )59 will regret having ( lost )60  

 their childhood. 

図 2 MET 60（成美堂） 
 
3.2.2. 授業教材を用いたディクテーション 

 本調査の中間部分、授業の第 2 講から第 13 講までに行ったディクテーションの継続

実施期間は、授業で使用している教材の英文を用いて 3 分程度のディクテーションを

作成した。このディクテーションテストの特徴は、（4）に示す 5 つである。 
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(4) a. テスト所要時間は、3 分以内である。 
 b. A5 用紙 1 枚に書かれた英文の空欄部分に、英語の音声を聞きながら、英単語

  を書き入れる。 
 c. 空欄部分に書き入れる英単語は、アルファベット 5 文字以内の単語である。 
 d. 空欄部分は、1 行に 1~3 箇所ある。 
 e. 30 秒前後の会話文を用いてテストを作成し、1 回分のテストに 2 つの会話文

  を使用した。 
 e. 英文の音声再生は、各会話 2 回ずつである。 
 
調査の中間部分には、12 回のディクテーションを実施したため、12 種類の授業教材を

用いたディクテーションを作成した。図 3 に 1 回分の授業教材を用いたディクテーシ

ョンを示す。括弧内に書かれている下線部太字の英単語は、被験者が書き入れる英単

語を示している。 
 
【# 1】 

Man:   Did you hear, Yuki?  

Man:   (  This  )1 firm has just established English (  as  )2 its official language.  

Man:   We’ll have to (  use  )3 it to conduct all business (  with  )4 our foreign affiliates. 

Woman: Yes, Miguel. It’s due (  to  )5 the globalization of the Japanese economy.  

Woman: (  Many  )6 companies are now insisting on (  a  )7 minimum level  

Woman: of English proficiency for (  all  )8 employees. 

Man:   I’d better start brushing up on (  my  )9 English fluency.  

Man:   Can you recommend a (  good  )10 book for me (  to  )11 use? 

 

【#2】 

Man:   These are made (  of  )12 crystal and can shatter easily,  

Man:   so (  take  )13 extra care if (  you  )14 want them to arrive intact. 

Woman: I’ll (  write  )15 the word “Fragile” in (  red  )16 pen  

Woman: on the (  sides  )17 of the container before sending it. 

Man:   (  You  )18 should also wrap them securely (  in  )19 material like cotton  

Man:   that can absorb (  the  )20 force of any impact.  

Man:   (  And  )21 make sure they can’t (  move  )22 at all inside of the (  box  )23. 

図 3 授業教材を用いたディクテーション 
 
4. 分析結果 

 本調査で得られた 214 名分のデータは、有意水準を.05 に設定し、1 対の標本による

t 検定を用いて分析を行った。調査の初回（4 月）と最終回（7 月）に行った MET 60
の分析結果を表 1 に示す。 
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表 1 MET 60 全体の初回と最終回の差 
初回 最終回

MET 60（60 点満点）の平均点 31.63 44.37 

MET 60 の平均正答率 52.71 73.96 

平均正答率における分散値 148.93 121.78 

P 値 4.51E-104 

初回の MET 60 と最終回の MET 60 を比較すると、21.25%の平均正答率の伸びがあり、

分析の結果、両者には統計的有意な差が見られることから、本調査結果は、Maki and 
Niinuma (2005) の先行研究の調査結果を支持するものである。また本調査の結果から、

継続的に行うディクテーションは、先行研究で用いられた成美堂が出版した大学生向

けの英語テキスト Kawana and Walker (2002)をもとに作成した 5 分程度の MET 02 から

MET 10 である必要はなく、その半分程の英文量で、3 分以内で終了するディクテーシ

ョンを用いて、英語学習者が継続的にディクテーションを行った場合でも、学習者の

英語能力を向上させることが可能なことを示唆している。

3.2.1 節に述べたように、MET 60 の空欄部分に書き入れる英単語の品詞は、冠詞・

前置詞・代名詞・動詞・名詞の 5 種類、各 12 問ずつであった。この MET60 の特徴を

生かして、品詞別の正答率の伸びに関する分析を 1 対の標本による t 検定を用いて行

った。

表 2 冠詞の初回と最終回の差 
初回 最終回

冠詞（12 点満点）の平均点 4.45 7.22 

冠詞の平均正答率 37.07 60.20 

平均正答率における分散値 249.39 313.39 

P 値 2.96E-47 

まず、表 2 に冠詞の正答率の分析結果を示す。初回と最終回を比較すると 23.13%の

平均正答率の伸びがあり、両者における差は、統計的有意なものであった。次に、表

3 に前置詞の正答率の結果を示す。 

表 3 前置詞の初回と最終回の差 
初回 最終回

前置詞（12 点満点）の平均点 6.93 10.24 

前置詞の平均正答率 57.79 85.36 

平均正答率における分散値 386.37 203.24 

P 値 5.55E-63 
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前置詞の正答率の分析を行った結果、初回と最終回を比較すると 27.57%の平均正答

率の伸びがあり、両者における差は、統計的有意なものであった。表 4 には、代名詞

の正答率の結果を示す。

表 4 代名詞の初回と最終回の差 
初回 最終回

代名詞（12 点満点）の平均点 4.79 7.64 

代名詞の平均正答率 39.88 63.63 

平均正答率における分散値 263.47 260.03 

P 値 2.94E-60 

代名詞の正答率の分析を行った結果、初回と最終回を比較すると 27.75%の平均正答

率の伸びがあり、両者における差は、統計的有意なものであった。表 5 には、動詞の

正答率の結果を示す。

表 5 動詞の正答率の初回と最終回の差 
初回 最終回

動詞（12 点満点）の平均点 7.41 8.98 

動詞の平均正答率 61.76 74.84 

平均正答率における分散値 209.90 219.07 

P 値 1.33E-37 

動詞の正答率の分析を行った結果、初回と最終回を比較すると 13.08%の平均正答率

の伸びがあり、両者における差は、統計的有意なものであった。最後に、名詞の正答

率の結果を表 6 に示す。 

表 6 名詞の初回と最終回の差 
初回 最終回

名詞（12 点満点）の平均点 8.05 10.29 

名詞の平均正答率 67.06 85.75 

平均正答率における分散値 172.64 113.47 

P 値 2.28E-56 

名詞の正答率の分析を行った結果、初回と最終回を比較すると 18.69%の平均正答率

の伸びがあり、両者における差は、統計的有意なものであった。5 つの品詞の正答率

のみをまとめると、図 4 のようになる。 
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図 4 品詞別正答率 

5 つの品詞（冠詞・前置詞・代名詞・動詞・名詞）の正答率の伸び幅には、多少の

差があるものの、どの品詞においても初回と最終回の平均正答率には統計的有意な差

がある。この結果は、継続的にディクテーションを行うことによって、品詞の種類を

問わず、正答率を向上させることが可能であることを示している。

5. 考察

4 章の分析結果より、12 回の継続的ディクテーション実施の結果、初回と最終回の

ディクテーションの正答率は、品詞の種類を問わず上昇し、3 分程度のディクテーシ

ョンを週に 1 回以上繰り返すことによって、学習者の英語能力を向上させることが可

能であるということが明らかとなった。5 章では、どの品詞の正答率の伸び幅が、MET 
60 全体の正答率の上昇に影響を与えているかという考察を行う。 

表 7  MET60 全体正答率の伸び幅と品詞別正答率の伸び幅の回帰分析 
冠詞 前置詞 代名詞 動詞 名詞

MET 60 全体との相関係数 0.6043 0.5403 0.5656 0.3262 0.4105 

決定係数 0.3652 0.2919 0.3199 0.1064 0.1685 

P 値 1.08E-22 1.29E-17 1.70E-19 1.07E-06 4.17E-10 

表 7 は、MET60 全体正答率の伸び幅と各品詞の正答率の伸び幅の回帰分析の結果で

ある。この結果から、各品詞の相関係数を比較すると、機能語5に分類される冠詞・

前置詞・代名詞は、統計的有意な相関があるが、内容語6に分類される動詞・名詞の

相関係数は低い。この分析で産出された 5 種類の品詞の相関係数の差を、Fisher の z
変換による相関係数の検定を行い、機能語と内容語の相関係数に統計的有意な差があ

るかどうかを検証した。この分析の有意水準も 4 章と同様.05 とする。 
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表 8  Fisher の z 変換による相関係数の検定結果 

冠詞 前置詞 代名詞 動詞

前置詞
z=|.98| 

p=.16 
- *は、統計的有意な差があることを示す

代名詞
z=|.60| 

p=.27 

z=|.37| 

p=.36 
- 

動詞
z=|3.71| 

p=1.00E-04* 

z=|2.73| 

p=3.20E-03* 

z=|3.11| 

p=9.00E-04* 
- 

名詞
z=|2.71| 

p=3.40E-03* 

z=|1.73| 

p=.04* 

z=|2.10| 

p=.04* 

z=|1.00| 

p=.16 

表 8 の結果より、（a）機能語同士の相関係数の比較、（b）内容語同士の相関係数の

比較、（c）機能語と内容語の相関係数の比較において、（5）に示すことが言える。 

(5) a. 冠詞・前置詞・代名詞の 3 種類の機能語の相関係数を比較すると、どの機能

語の組み合わせにおいても、各相関係数には統計的有意な差はない。

b. 動詞・名詞の内容語の相関係数を比較すると、両者の相関係数には統計的有

意な差はない。

c. 機能語の相関係数と内容語の相関係数を比較すると、どの組み合わせにおい

ても、各相関係数には統計的有意な差がある。

つまり、実質的な内容を表す動詞や名詞の内容語の正答率の上昇よりも、語彙的意味

がほとんどない冠詞・前置詞・代名詞の機能語の正答率の上昇が、MET 60 全体の正

答率の上昇に影響を与えている。機能語は、英語の音声において強調されないため、

聞き取ることが困難であるが、内容語よりも単語数が少なく英文中に現れる頻度が多

いことや、内容語と異なり語形変化をしないことから、ディクテーションを繰り返し

行うことによって、正答率の上昇に効果があらわれやすいのかもしれない。英文にお

いて文法上重要となる機能語を正確に聞き取ることができるようになることは、英語

の音声を「単なる音として聞く」だけではなく、英語の音声を聞いて、「英文の意味を

理解しようとする」、「英文そのものや単語の使い方を覚えようとする」ことが可能に

なることによって、学習者の英語能力を向上させることに繋がっていくと考えられる。 

6. おわりに

本調査では、Maki and Niinuma (2005) の継続的な MET（ディクテーションテスト）

の実施は、学習者の英語能力を向上させるという調査結果を、大学の講義内に取り入

れやすい形式にし、同様の効果が得られるのかを検証した。3.1 節で示した研究課題

（2）を以下に再度示し、調査データを分析して得たその解答を（6）に示す。
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(2) a. 授業で用いる教材の英文を用いて、3 分程度のディクテーションを継続的に

  実施した場合でも、Maki and Niinuma (2005) の調査結果と同様に、学習者の

  英語能力は向上するのか。 
 b. 初回と最終回の得点に統計的有意な差がある場合、英単語の品詞によって

  何か違いが生じているのか。 
 
(6) a. 授業教材の英文をもとに作成した 3 分程度のディクテーションテストであっ

  ても、週に 1 回以上 12 週間、継続的にディクテーションを継続することに

  よって、学習者の英語能力を向上させることが可能である。 
 b. MET 60 に含まれていた冠詞・前置詞・代名詞・動詞・名詞の 5 種類のすべ

  ての品詞において、初回と最終回の得点には統計的有意な差が出る。 
  この 5 種類の品詞の中でも、機能語に属する冠詞・前置詞・代名詞の正答率

  が上昇することが、学習者の英語能力を向上した結果に大きな影響を与えて

  いる。 
 
 このように、大学の講義内に取り入れやすい形式のディクテーションに変更しても、

継続的に実施することで学習者の英語能力を向上させることが可能であり、さらに、

ディクテーションを繰り返し行い続けることによって、英語の発話において強調され

ない冠詞や前置詞などをより正確に聞き取る能力が身に付くことが明らかとなった。 
 

1 MET 空欄部分は、72 箇所ある。空欄部分に書き入れる英単語が長すぎると、解答を書き入れて

いる間に音声が進んでしまい、正確に英語能力を測定することが難しくなることを考慮し、アル

ファベット 4 文字以内で構成されている英単語を空欄にしている。 
 
2 相関係数の解釈は、柳井（1988）に従っている。 

相関係数 性質 

0 ≦ r ＜ |.2| ほとんど相関がない 
|.2| ≦ r ＜ |.4| やや相関がある 
|.4| ≦ r ＜ |.7| 相関がある 
|.7| ≦ r ＜ |.9| 強い相関がある 
|.9| ≦ r ＜ 1 極めて強い相関がある 

 
3 MET の信頼性・妥当性に関しては、Goto et al. (2010) で報告されている。 
 
4 改良された MET 60 の得点と大学入試センター試験英語の得点に関しては、Maki et al. (2020) に
て報告されいる。 
 
5 語彙的意味がほとんどない、あるいは意味が曖昧な語。文法上、重要な語であるが、他の語と結

びつかないと意味を成すことができない統語的関係を示す語。冠詞・前置詞・接続詞・代名詞な

どがこの機能語に属している。 
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6 機能語とは対照的に実質的な内容を表す語。形容詞・動詞・名詞などがこの内容語に属しており、

文中で語形変化（比較級・過去形・複数形など）をすることが可能な語。
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